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お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

　新型コロナウイルスによって、私たちの生
活は一変したと言っても過言ではありませ
ん。これからの生活でも、まだこのウイルス
の影響を受け続けることが予想されます。
臨床心理的な視点をもって、コロナ禍との
「付き合い方」のヒントをお伝えします。

コロナ禍における心の整え方

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

12月23日（木）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院
               心理室 　黒住 享弘 臨床心理士

アプリ「Zoom」を使用してご視聴ください

ご自宅に居ながら、
講座に参加できます。
◆無料アプリ「Zoom」を使用します。

事前登録が必要ですので、
詳しくは当院ホームページをご参照、
またはお電話でお問合せください。

茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

　「親指が変形して靴を履くと痛い」「少し
歩くだけで痛みを感じる」「扁平足をともなっ
ている」「変形が恥ずかしくて足が出せな
い」など、外反母趾の症状でお悩みの方に、
是非お聞きいただきたいと思います。外反
母趾の治療法についてお話しいたします。

とても痛い！！～外反母趾の症状と治療について～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

12月9日（木）14：00から日 時

講 師
茅ケ崎中央病院
      　　　整形外科 科長 　関口 裕之 医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

２
０
２
０
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
れ

あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
整
形
外
科
の
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
花
岡
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
内
容
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

多
岐
に
わ
た
る
整
形
外
科
疾
患

を
有
す
る
患
者
さ
ま
が
、
不
安
を

感
じ
な
が
ら
病
気
と
闘
う
の
で
は

な
く
、
病
気
、
そ
し
て
治
療
に
つ

い
て
、
正
し
く
理
解
し
、
ご
納
得

頂
い
た
上
で
、
治
療
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
当
院
が

心
掛
け
て
い
る
こ
と
で
す
」

　
︱
︱
︱
地
域
住
民
へ
の
医
療
提

供
に
関
し
て
、
貴
院
は
力
強
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
「
現
在
の
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
生
活

の
質
の
維
持
、
介
護
負
担
の
軽
減

な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
こ
の
鎌
倉
を
中
心
と
す

る
地
域
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
、『
骨
密
度
検
査
』
に
よ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
・
治

療
や
、 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

と
連
携
し
て
、運
動
機
能
の
維
持
・

向
上
な
ど
を
通
じ
た
取
り
組
み
を

師
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
（
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

言
語
聴
覚
士
）、
医
療
相
談
員
ら

に
よ
る
「
チ
ー
ム
医
療
」
を
通
じ

て
、
入
院
患
者
に
対
し
て
昼
夜
に

わ
た
っ
て
身
体
機
能
の
改
善
に
努

め
ま
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、家
庭
・

社
会
へ
の
復
帰
に
関
す
る
積
極
的

な
サ
ポ
ー
ト
や
、
自
立
支
援
を
行

な
う
病
院
も
あ
り
ま
す
。

行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
先
生
か
ら
地
域
の
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
小
さ
な
痛
み
や
不
調
、
体
に

対
し
て
の
違
和
感
は
、
そ
の
ま
ま

で
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
重

篤
な
疾
患
の
前
兆
や
初
期
症
状
で

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
手
術

加
療
の
是
非
な
ど
も
含
め
て
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
当
院
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

的
な
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
に
特

化
し
た
病
棟
が
「
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
す
。
対

象
疾
患
は
、
整
形
外
科
疾
患
（
大

腿
骨
の
骨
折
な
ど
）
や
脳
血
管
疾

患
（
脳
卒
中
な
ど
）
が
多
い
で
す
。

チ
ー
ム
医
療
で
機
能
改
善
へ

　

医
師
（
病
棟
担
当
医
、
整
形
外

科
医
、
内
科
医
、
呼
吸
器
担
当
医
、

神
経
内
科
医
な
ど
）
や
、
看
護

　
︱
︱
︱
貴
院
の
整
形
外
科
診
療

に
お
い
て
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

　
「
昨
春
の
病
院
再
開
以
来
、
整

形
外
科
に
お
け
る
専
門
性
を
重
視

し
、
地
域
医
療
の
発
展
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、『
患
者
さ
ま
へ
の

最
適
な
医
療
の
提
供
』
で
す
。

　

整
形
外
科
を
受
診
さ
れ
る
方
が

抱
え
る
も
の
に
は
、
切
創
・
挫
創
・

打
撲
・
捻
挫
・
骨
折
な
ど
の
外
傷

を
は
じ
め
、
外
傷
に
対
す
る
靭
帯

手
術
、
加
齢
に
よ
る
変
形
性
疾
患

へ
の
関
節
形
成
術
、
人
工
関
節
、

ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
ほ
か
、
リ
ウ
マ

チ
関
節
変
形
を
生
じ
さ
せ
な
い
た

め
の
早
期
投
薬
加
療
な
ど
、
幅
広

　

病
気
を
発
症
し
、
急
激
に
健
康

が
失
わ
れ
、
不
健
康
に
な
っ
た
状

態
で
あ
る
「
急
性
期
」
を
乗
り
越

え
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
時
期
に
、
効
果

整形外科
疾患

廃用症候群
脳血管
疾患
39.4％

56.6％

「ふれあい鎌倉ＨＰ」2021.4.1院内調査

回復期リハビリテーション病棟
入院患者の原因疾患

ふれあい鎌倉ホスピタル
整形外科

花岡 央泰 医師

整
形
外
科
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
利
用
価
値

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
地
域
に
寄
り
添
う
病
院
」と
し
て
の
使
命

整
形
外
科
　
花
岡
央
泰 

医
師
（
取
材
協
力
）

「
ま
た
こ
こ
で
受
け
た
い
」と
の
声
も

内
視
鏡
の“
コ
ツ
”を
お
さ
え
て
怖
く
な
い
検
査
へ

茅
ケ
崎
中
央
病
院
　
消
化
器
内
科

食
事
か
ら
排
泄
ま
で

お
腹
の
ト
ラ
ブ
ル
に
頼
れ
る「
消
化
器
内
科
」

　

消
化
器
内
科
で
扱
う
の
は
、食
道
や
胃
、十
二
指
腸
、小
腸
、大
腸
の
ほ
か
、肝
臓
、

胆
嚢
・
胆
管
、
膵
臓
、
脾
臓
な
ど
の
腹
部
に
あ
る
臓
器
の
症
状
で
す
。
適
切
な
診

断
を
行
な
う
た
め
に
、
内
視
鏡
を
使
っ
た
検
査
が
多
く
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
に
あ
る
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ

崎
２
の
２
の
３
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５
３
０
）
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
担
当
の
金
子
東
炫
医
師
（
消
化
器
内
科
）
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
消
化
器
内
科
」
は
、
人
間
が

食
事
を
し
て
食
べ
物
が
通
る
体
内

の
管
（
消
化
管
）
や
、
腹
部
の
臓

器
に
関
す
る
疾
患
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
、

小
腸
、
大
腸
、
肝
臓
、
胆
道
（
胆

　
「【
食
道
が
ん
】【
胃
が
ん
】【
大

腸
が
ん
】
は
、
進
行
し
な
い
と
症

状
が
出
に
く
い
が
ん
で
す
。
し
か

し
こ
れ
ら
は
、
消
化
管
内
視
鏡
検

査
で
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
拡

大
内
視
鏡
〈
最
大

110
倍
の
光
学
ズ
ー

ム
〉
を
使
っ
て
、
小
さ
な
病
変
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

嚢
・
胆
管
）、
膵
臓
、
脾
臓
な
ど

の
病
気
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
消
化
器
内

科
で
は
、専
門
的
な
診
断
の
上
で
、

非
手
術
的
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 

　

大
腸
内
視
鏡
検
査
で
【
大
腸
ポ

リ
ー
プ
】
ま
た
は
【
早
期
大
腸
が

ん
】
を
認
め
た
場
合
は
、
手
術
や

入
院
を
せ
ず
に
、
検
査
当
日
に
病

変
の
切
除
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
胃
内
視
鏡
検
査
で
【
胃

腺
腫
】【
早
期
胃
が
ん
】
を
認
め

た
場
合
は
、
数
日
間
の
入
院
で
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
）
を

行
な
い
ま
す
。

　
【
早
期
ポ
リ
ー
プ
】【
早
期
が
ん
】

で
あ
れ
ば
、
内
視
鏡
で
切
除
が
で

き
る
の
で
、
定
期
的
に
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

細
い
機
器
で
ス
ム
ー
ズ
に

　
「
当
院
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
操

作
で
き
る
細
い
内
視
鏡
を
導
入

し
、
鎮
静
剤
の
使
用
（
希
望
制
／

多
く
の
方
は
お
眠
り
に
な
ら
れ
ま

す
）
な
ど
、
で
き
る
限
り
“
患
者

さ
ま
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
検

査
”
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
検
査
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
躊
躇
さ
れ

て
き
た
方
や
、
過
去
に
受
け
た
検

査
で
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
方

主
な
対
象
疾
患
と
症
状

　

消
化
器
内
科
で
扱
う
疾
患
は
幅

広
く
、食
べ
た
直
後
の
症
状
か
ら
、

消
化
さ
れ
た
状
態
（
便
の
異
常
な

ど
）
ま
で
、
該
当
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
食
事
を
し
て
、
食
べ

物
が
つ
か
え
る
感
じ
は
、
食
道

の
「
ポ
リ
ー
プ
」
や
「
腫
瘍
」
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
胸
焼
け
や

酸
っ
ぱ
い
も
の
が
込
み
上
げ
て
く

る
症
状
は
、「
胃
食
道
逆
流
症
（
Ｇ

Ｅ
Ｒ
Ｄ
）」
の
ほ
か
、「
逆
流
性
食

道
炎
」
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
吐
血
や
下
血
が
あ
っ
た
場
合

に
こ
そ
、
当
院
で
受
診
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
か
ら『
辛
く
な
か
っ
た
』

『
こ
れ
な
ら
ま
た
検
査
を
受
け
た

い
』
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
こ

と
が
嬉
し
く
、
や
り
が
い
に
な
っ

て
お
り
ま
す
」（
感
想
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。）

内
視
鏡
は
茅
ケ
崎
中
央
病
院
へ

　
「
内
視
鏡
検
査
は
、
不
安
な
気

持
ち
が
あ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
当
院
で
は
、
医
師
だ
け
で

な
く
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
丁
寧
で
優

し
い
対
応
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
緊
張
を
取
り
除
き
、
精
神
的

に
も
負
担
が
か
か
ら
な
い
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
検
査
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
内
視
鏡
検
査
は
、
ぜ
ひ
当
院

で
お
受
け
く
だ
さ
い
」。
取
材
協
力

に
は
、
食
道
ま
た
は
胃
の
「
静
脈

瘤
」、
十
二
指
腸
の
「
潰
瘍
」
な

ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。

胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で
診
断

　

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
に
関
わ

る
疾
患
の
検
査
に
は
、
上
部
内
視

鏡
（
い
わ
ゆ
る
胃
カ
メ
ラ
）
が
用

い
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
大

腸
疾
患
に
は
、
肛
門
か
ら
の
下
部

内
視
鏡（
い
わ
ゆ
る
大
腸
カ
メ
ラ
）

検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
医
療
機
器
が
進
化
し
、

上
部
内
視
鏡
に
は
、
鼻
か
ら
挿
入

す
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
（
鼻
の

穴
が
小
さ
い
人
や
、
処
置
を
と
も

な
う
場
合
に
は
、
口
か
ら
挿
入
す

る
タ
イ
プ
に
限
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
）。

　

内
視
鏡
検
査
に
関
す
る
心
配
事

や
、
希
望
（「
鼻
か
ら
の
タ
イ
プ

に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
、
担
当
医
に
相
談
、
ま
た

は
実
施
病
院
へ
問
い
合
わ
せ
て
み

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

食道

小腸
大腸

胃

十二指腸

▶▶▶

▶▶▶

▶▶▶

▶▶

▶▶▶▶▶▶▶▶

▶▶▶

▶▶▶

▶▶▶

▶▶

▶▶▶▶▶▶

▶▶▶▶▶▶▶▶▶

食道のポリープ・腫瘍
胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）
逆流性食道炎   
食道・胃静脈瘤

胃・十二指腸潰瘍
胃・大腸のポリープ・腫瘍
 炎症性腸疾患
  （潰瘍性大腸炎、クローン病）

    大腸憩室炎

食べ物がつかえる感じ
胸焼け・ゲップ・酸っぱい
ものが込み上げてくる感じ

吐血・下血

腹痛・吐き気・吐血・下血
食べ物の通りが悪い・便秘

下痢・下血

腹痛・下血

茅ケ崎中央病院
消化器内科

金子 東炫 医師

茅ケ崎
  中央病院

茅ヶ崎市茅ヶ崎2‒2‒3
☎０４67（86）6530

茅ケ崎駅北口徒歩５分、
国道１号「茅ヶ崎駅前」の
交差点近く

消化器・内視鏡について
スマホで
読込み、
当院ＨＰへ！
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大
人
気
！
１
千
人
以
上
が
参
加

　
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
基
礎
知

識
や
失
敗
し
な
い
た
め
の
予
備

知
識
な
ど
が
集
約
す
る
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
０
名
以
上
が
参
加
し
て

い
る
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

現
在
、
入
居
施
設
選
び
に
困
っ

て
い
る
人
の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
や
、

将
来
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
参

考
に
し
た
い
人
も
、
参
加
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
担
当
者
は
、「
当

日
は
、
高
齢
者
施
設
の
見
学
も

あ
り
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
自
体
は
、

１
時
間
程
度
の
内
容
で
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
の
種
類
や
資
金

計
画
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
「
失
敗

し
な
い
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び

方
」
が
、
12
月
に
茅
ヶ
崎
で
２

回
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
開
催
日
は
、12
月
11
日
㈯
と
、

25
日
㈯
で
、
時
間
は
ど
ち
ら
も

14
時
か
ら
。
会
場
は
「
湘
南
ふ

れ
あ
い
の
園
」（
JR
茅
ケ
崎
駅

北
口
か
ら
徒
歩
４
分
）
３
階
ラ

ウ
ン
ジ
で
す
。
参
加
人
数
は
、

各
回
限
定
10
名
さ
ま
。
参
加
無

料
・
事
前
予
約
制
。

お問合せ・各種お申込み 【茅ケ崎駅北口から徒歩４分】
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2‐3☎0467‐86‐6534

■ ナースコール、照明、クローゼット、テレビ・電話回線、ＩＨキッチン、
    ウォシュレットトイレ、浴室、ランドリースペースなど
■ 入居一時金   お一人の場合1,990万円～  ご夫婦の場合 3,420万円～
■ 月額利用料  お一人の場合 21万5,900円～  ご夫婦の場合 34万9,300円～

※南向きの居室の空室は、残り１室となりました。是非この機会に、体験入居でお試しください。
居室：8１室・面積21㎡～48㎡（居室タイプによる）

湘南ふれあいの園 湘南東部
☎0467（57）6050  茅ヶ崎市西久保745

ナーシングホーム元町
☎0467（88）2500  茅ヶ崎市元町10-3

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
シ
リ
ー
ズ

湘南ふれあいの園介護付有料老人ホーム

ラウンジ　　

セミナーの様子（別会場にて）

◆
夫
婦
限
定
！

  　
体
験
入
居
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
１
日
㈬
〜
19
日
㈰

１
泊
２
日
・
３
食
付
き

夫
婦
２
名
で
１
万
１
０
０
０
円

　
　
※
１
日
１
組
の
限
定
料
金

　
夫
婦
一
緒
に
ホ
ー
ム
で
の
生

活
を
体
感
で
き
ま
す
。「
湘
南

ふ
れ
あ
い
の
園
」
は
、
夫
婦
入

居
が
多
く
、
ゆ
と
り
を
も
た
せ

た
居
室
空
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、全
室
に
Ｉ
Ｈ
キ
ッ

チ
ン
を
備
え
、
料
理
な
ど
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
こ
れ
ま
で
通
り

に
行
な
え
る
魅
力
的
な
住
環
境

で
す
。
で
き
る
こ
と
は
自
身
で

行
な
い
な
が
ら
、
将
来
の
老
後

を
考
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
住
ま

い
と
し
て
、
好
評
の
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

失敗しない老人ホームの選び方無 料

12月11日（土）・25日（土）
各１4：0０から/予約10名限定
● 施設の種類と違い
● 施設選びのポイント
● 施設見学 など

1

茅ケ崎駅

市役所

北口

45

茅ヶ崎駅前

文化会館

東海道線

相
模
線

北茅ケ崎駅

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園

湘南ふれあいの園
湘南東部
湘南ふれあいの園
湘南東部

ナｰシング
ホｰム元町
ナｰシング
ホｰム元町
ナｰシング
ホｰム元町
ナｰシング
ホｰム元町

湘南東部総合病院

湘南ふれあいの園
３階ラウンジ

「失敗しない老人ホームの選び方」

人気のセミナー 茅ヶ崎で開催！
12月11日と 25日、10 名限定  

　
ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
内
の
「
湘

南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
シ
リ
ー
ズ

で
も
、体
験
入
居
が
可
能
で
す
。

〈
体
験
入
居
・
同
時
開
催
施
設
〉

▽
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
元
町

茅
ヶ
崎
市
元
町
10
の
３

☎
０
４
６
７・８
８・２
５
０
０

▽
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
湘
南
東
部

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
７
４
５

☎
０
４
６
７・５
７・６
０
５
０

〈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
施
設
〉

▽
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
４

20名〈1/5水まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

１月12日（水）～５月11日（水）
2022年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

年明け1月生
大募集!

（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）   ＊スクーリングは期間中に計１７日間

　

○
…
今
年
４
月
に
着
任
し
、

乳
腺
外
科
の
部
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
前
任
の
横
須
賀
共
済
病

院
で
は
、「
乳
腺
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
、
同
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
。
こ
の
ほ
か
、
外
来
化
学

療
法
室
長
や
化
学
療
法
科
部
長

も
兼
任
し
、
が
ん
治
療
を
含
む

精
力
的
な
診
療
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。「
私
は
、
病
理
医
（
解

剖
や
細
胞
の
診
断
を
専
門
に
行

な
う
医
師
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
大
き
な
糧
と

な
り
、
消
化
器
外
科
を
経
て
乳

腺
外
科
を
担
当
し
、
こ
れ
ま
で

約
１
５
０
０
症
例
を
執
刀
し
て

き
ま
し
た
。専
門
知
識
を
土
台
に
、

『
患
者
さ
ま
と
同
じ
目
線
を
も

つ
こ
と
』
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

　

○
…
乳
が
ん
治
療
で
は
、「
当

院
は
、
診
断
か
ら
手
術
、
放
射

線
治
療
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん

剤
治
療
）、
緩
和
ケ
ア
と
、
一

貫
し
て
実
施
で
き
る
病
院
で

す
。
同
一
病
院
内
に
集
約
さ
れ

て
い
る
こ
の
貴
重
な
医
療
環
境

を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
乳
が

ん
で
お
悩
み
の
方
を
一
人
で
も

多
く
支
え
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
診
察
室
ま
た
は
病
床
で
の

会
話
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、「
具

体
的
な
治
療
の
話
で
は
な
く
て

も
、
例
え
ば
お
子
さ
ま
の
運
動

会
の
話
題
が
出
れ
ば
、『
学
校

の
イ
ベ
ン
ト
が
近
い
の
か
な
』

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
患
者
さ
ま
に
よ
り
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
ら
」
と
、笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

○
…
外
来
時
間
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
る
様
子
は
、
前
日

か
ら
、時
に
は
夜
通
し
で
行
な
う

「
患
者
さ
ま
の
予
習
」
に
現
れ

て
い
ま
す
。「
医
師
は
多
く
の
患

者
さ
ま
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

患
者
さ
ま
か
ら
す
る
と
、
私
と

い
う
担
当
医
は
一
人
で
あ
り
、

外
来
診
察
の
た
め
に
予
定
を
立

て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
お

話
し
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
貴

重
な
外
来
を
大
事
に
し
た
い
の

で
、
治
療
に
関
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
患
者
さ
ま
を
取
り
囲

む
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
現
場
に
臨
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
穏
や
か

さ
の
中
に
、
患
者
を
思
う
揺
る

ぎ
な
い
信
念
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  「
こ
の
前
の
続
き
か
ら
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
」

　  

　     

欠
か
さ
ず
励
む“
外
来
予
習
”

茂垣 雅俊 医師
 （もがき まさとし）　　　　

湘南東部総合病院
【乳腺外科】

日本外科学会 専門医
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本がん治療認定医機構 認定医
日本乳がん検診精度管理中央機構
       検診マンモグラフィ読影認定医

精
神
科
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

看
護
師
と
療
法
士
が
ペ
ア
で
訪
問
す
る
効
果

湘
南
さ
く
ら
病
院
（
取
材
協
力
）

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
認
知
症
専
門
病
院
「
湘
南
さ
く
ら
病
院
」
で
は
、
自
宅
で
療

養
し
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
「
精
神
科
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
心
の
ケ
ア
の
ほ
か
、
心
身
状
態
の
確
認
、
服
薬
管
理
、
日
常
生
活
の

相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
家
族
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
専
門
病
院
と
し
て
、
湘

南
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
高
齢
者
医

療
の
提
供
や
相
談
対
応
に
実
績
が

あ
る
「
湘
南
さ
く
ら
病
院
」。
認

と
作
業
療
法
士
が
、
ペ
ア
で
訪
問

さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
看
護
師
一
人
で
な
く
、
作

業
療
法
士
が
一
緒
に
訪
問
す
る
こ

と
で
、
よ
り
専
門
的
で
き
め
細
か

い
対
応
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

認
知
症
の
患
者
さ
ま
は
、
心
に

不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
看
護
師
は
、
心
の
状
態

知
症
状
や
精
神
疾
患
に
長
け
た
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
在
籍
し
、
現

在
、
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
認
知

症
高
齢
者
を
対
象
に
、「
精
神
科

訪
問
看
護
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

訪
問
ス
タ
ッ
フ
で
あ

る
高
橋
奈
保
子
看
護
師

と
嶋
木
貴
章
作
業
療
法

士
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
Ｑ
．「
訪
問
看
護
」
と

い
う
名
前
の
通
り
、
精
神

科
領
域
の
看
護
ケ
ア
を

行
な
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
し
か
し
、
心
の
ケ

ア
だ
け
で
な
く
、
服
薬
管
理
や
、

心
身
の
状
態
を
確
認
し
た
上
で
、

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
か
ら
の

日
常
生
活
に
お
け
る
ご
相
談
や
、

そ
れ
に
対
す
る
専
門
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い

自
宅
療
養
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
湘
南
さ
く
ら
病
院
の
「
精

神
科
訪
問
看
護
」
で
は
、
看
護
師

な
ど
の
観
察
・
確
認
を
行
な
い
、

作
業
療
法
士
は
、
体
力
維
持
の
た

め
の
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
屋
外
で
の
歩

行
訓
練
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。
心

の
状
態
と
体
の
機
能
に
対
し
、
看

護
師
と
作
業
療
法
士
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
で
互
い
に
連
携
す

る
こ
と
で
、
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
、

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
含
ま
れ

る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
患
者
さ
ま
に
対
す

る
看
護
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、
必
要

に
応
じ
て
、
ご
家
族
か
ら
の
ご
相

談
や
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た

め
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ポ
ー
ト
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

共
に
暮
ら
し
て
き
た
ご
家
族
が

認
知
症
に
な
る
と
、
症
状
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
ど
な
た
で
も
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
湘
南
さ
く
ら
病
院
の

        認知症専門  湘南さくら病院
 TEL0467-54-9600（医療社会サービス部）

 

精神科 訪問看護サービスの内容　

高橋奈保子
                 看護師

嶋木貴章
           作業療法士

主な訪問スタッフ
感染防止対策をして
訪問しています

• 心身状態の確認  • 心のケア  • 歩行訓練  
• 体力維持のリハビリテーション   • 服薬管理
• 認知症状の説明    • 家族のサポート   
• 生活相談　など 

対象：自宅療養中の認知症高齢者　

高
橋
看
護
師（
右
）と
嶋
木
療
法
士（
左
）

訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
、
一
緒
に
暮
ら

さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
心
の
ケ
ア

も
、
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
に
、
認
知
症
状
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
や
、
認
知
症
状

を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
心

の
サ
ポ
ー
ト
も
、
大
切
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．「
精
神
科
訪
問
看
護
」
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
精
神
科
医
が
訪
問

看
護
の
必
要
性
を
認
め
た
場
合
に

利
用
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
は
当
院
・
湘
南
さ
く
ら
病
院

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
患
者

さ
ま
の
状
態
や
、
ご
家
族
の
お
悩

み
に
、
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

認
知
症
専
門
病
院

　
湘
南
さ
く
ら
病
院

　
☎
０
４
６
７・５
４・９
６
０
０

　
　
　
（
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
）

　
茅
ヶ
崎
市
下
寺
尾
１
８
３
３
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〒244-0806
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

入試事務室

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
〔理学療法学専攻・作業療法学専攻〕

医療薬学科

薬学部

☎045-821-0115 
湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

ＪＲ
東戸塚

湘南医療大学湘南医療大学

東戸塚キャンパス

薬学部新校舎

横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

年明け、一般選抜の出願開始！
就職にも強い医療大に進学へ－。

１/11（火）～２/1（火）

出  願 出  願 出  願52 （土）

Ⅰ期 試験日

１/31（月）～２/ 7（月）
122 （土）

Ⅱ期 試験日

2/21（月）～2/28（月）
53 （土）

Ⅲ期 試験日

薬学部 一般入試日程薬学部 一般入試日程

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部
鈴木 勉 学部長

「コロナの時代に、私たちができることって何だ
ろう」。そんなふうに皆さんは思っているのでは
ないでしょうか。家族や友人が病に悩んでいた
ら、少しでも楽にしてあげることができないか、
誰もが考えています。そんな貴方、私たちと一緒
に薬学を学びませんか？医療に携わる技能を習
得することは、私たちを取り巻く社会の人たち
の健康を支えることに繋がります。「くすり」を
つくり（創薬）、病を治し（薬物治療）、より高
い効果を上げる工夫をする（薬剤学）、そして一
人ひとりに最適な治療を考える（臨床薬学）、そ
れが薬剤師です。一方で、人体には薬物や毒物
を排除する防御システムがあります。人体の不
思議についても、一緒に研究していきましょう。

湘南医療大学 薬学部
【薬物動態学研究室】

佐野 和美 准教授

今、まさに！薬剤師の力を社会へ
私は大学院修了後、製薬企業に研究者として就
職しました。企業では、医薬品が精巧かつ厳密
な管理下で供給されていることを体感しました。
その後、大学教員となり、天然物 ( 植物などの
薬効成分 ) の教育と研究に従事しています。天
然物の魅力は、特異な化学構造と顕著な薬効に
あります。アニメなどで薬草を扱うシーンがあ
ると、親近感を覚えますね。薬学を進めていく
と、多くの医薬品の本体である“化合物”に関
する科学、生命科学や医療などに関する広範な
知識を学んでいて、たった一つの医薬品でも多
面的な議論が可能であることに気付きます。つ
まり薬学部では“薬の真のスペシャリスト”を
養成しているのです。是非、共に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【天然物化学研究室】

片川 和明 准教授

真のスペシャリストを養成
私が薬学の道を目指した理由は、薬の専門家と
なることで多くの人の役に立てると思ったから
です。現代社会で薬は身近で欠かせないもので
す。薬に関わることで、幅広い分野に貢献でき
ると考えました。大学院を修了後、患者さまの
入院から退院まで、じっくり向き合いたいという
思いから、病院薬剤師になりました。病院薬剤
師の仕事の魅力の一つはチーム医療です。患者
さまを中心としてさまざまな医療従事者たちと
共に一つのゴールを目指すことは、非常にやり
がいがあります。教育現場に戻ってからの今後
の夢は、人の役に立ちたいと考えている学生の
皆さまを立派な薬剤師に育てることです。湘南
医療大学で一緒に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【生化学研究室】

須藤 遥 助教

専門家として医療分野で貢献を

中山 祐次郎 Dr．
消化器外科

室 悠介 Dr．
泌尿器科

日本内視鏡外科学会
技術認定医

☎0467‐83‐9192
   （日祝除く 8：00～17：00）

予約

認定認定認定認定

湘南東部総合病院
茅ヶ崎市西久保500

３D腹腔鏡
手術支援ロボット
「ダ・ヴィンチ」

腹腔鏡下手術のイメージ（腎細胞がんの例）

鉗子

鉗子

エネルギーデバイス

※腹腔鏡下手術では大きく開腹せず、
　数カ所の穴から手術用の内視鏡や処置具を
　挿入し、お腹の中を映し出したモニターを
　見ながら治療します。

（お腹の中の状態）※

内視鏡システム スコープ

器
科
」
で
は
、
腎
細
胞
が
ん
や
尿

管
が
ん
な
ど
に
適
用
さ
れ
、
前
立

腺
が
ん
摘
出
に
は
、
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
を
使

用
し
た
治
療
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

技
術
水
準
の
確
保

　

手
術
で
大
事
な
こ
と
は
、
安
全

を
確
保
し
た
上
で
、
丁
寧
に
確
実

な
治
療
を
施
す
こ
と
で
す
。
腹
腔

鏡
を
使
っ
た
手
術
は
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
難
易
度

が
高
い
た
め
、
高
度
な
技
術
や
経

験
が
必
要
で
す
。

　

合
併
症
や
５
年
生
存
率
に
、
病

院
格
差
が
出
て
し
ま
う
こ
と
に
対

し
、日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
で
は
、

技
術
認
定
制
度
を
設
け
て
技
術
水

準
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
消

化
器
外
科
に
も
、泌
尿
器
科
に
も
、

技
術
認
定
医
が
常
勤
し
、
さ
ら
に

大
学
病
院
と
の
緊
密
な
連
携
下
で

の
執
刀
や
、
手
術
指
導
が
あ
り
ま

す
。
同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
よ

り
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
当

院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

部
分
で
も
細
か
い
作
業
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
腹
手
術

に
比
べ
て
傷
が
小
さ
く
す
む
た
め

に
、
術
後
の
痛
み
が
少
な
く
、
早

期
の
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
、
日
常

生
活
へ
早
く
復
帰
で
き
る
こ
と

も
、メ
リ
ッ
ト
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
に
進
化

　

近
年
、
技
術
革
新
に
よ
り
画
期

的
な
腹
腔
鏡
の
進
歩
が
あ
り
、
そ

の
流
れ
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手

術
」に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

複
数
の
手
術
器
具
を
使
い
、
カ
メ

ラ
で
体
の
中
を
観
察
し
な
が
ら
治

療
す
る
腹
腔
鏡
の
利
点
を
有
し
な

が
ら
、
術
者
は
精
密
な
手
の
動
き

を
再
現
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

操
作
し
て
行
な
う
手
術
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
「
湘
南
東
部

総
合
病
院
」
で
は
、
腹
腔
鏡
下
手

術
に
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

手
術
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、「
消
化
器

外
科
」
で
は
、
大
腸
が
ん
や
虫
垂

炎
、
胆
嚢
疾
患
に
適
用
、「
泌
尿

と
は
、
腹
部
に
小
さ
な
穴
を
数
カ

所
開
け
て
、そ
こ
か
ら
「
腹
腔
鏡
」

や
「
鉗
子
」
な
ど
を
入
れ
て
治
療

を
行
な
う
方
法
で
す
。

　

腹
の
中
の
状
態
は
、
腹
腔
鏡
に

よ
っ
て
画
面
に
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
術
者
は
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
、
挿
入
し
た
鉗
子
や
ハ
サ
ミ

を
使
い
、
切
除
し
た
病
巣
を
腹
部

の
穴
か
ら
摘
出
し
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
で
の
手
術
は
、
体
の
内

部
を
拡
大
視
で
き
る
の
で
、
深
い

　

30
年
ほ
ど
前
ま
で
、「
外
科
手

術
」
と
い
う
と
、
腹
部
を
大
き
く

切
り
開
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の

（
開
腹
手
術
）
で
し
た
。
術
者
（
執

刀
医
）
は
、
患
部
を
切
っ
た
り
縫

合
す
る
際
に
、
直
接
、
自
分
の
目

で
見
て
行
な
い
ま
す
。
切
除
す
る

範
囲
が
広
い
場
合
な
ど
に
、
全
体

的
な
様
子
が
把
握
し
や
す
い
こ
と

は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、

現
在
で
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
腹
手
術
が
進
む
中
、
腹
腔
鏡

に
よ
る
低
侵
襲
な
手
術
の
開
発
も

行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
９

０
年
に
日
本
で
初
め
て
腹
腔
鏡
を

使
用
し
て
胆
嚢
摘
出
術
が
実
施
さ

れ
る
と
、
腹
腔
鏡
下
手
術
が
急
速

に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
で
内
部
を
確
認
す
る

　
「
腹
腔
鏡
」
と
は
、
内
視
鏡
の

一
つ
で
す
。
こ
れ
を
使
っ
た
手
術

　

日
進
月
歩
の
勢
い
で
医
療
技
術
が
進
化
し
て
い
ま
す
。
分
子
レ
ベ
ル
、
あ
る
い

は
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
、
疾
患
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
進
み
、
医
療
の
明
る
い
未
来

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
ま
さ
に
病
気
を
抱
え
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
受
け
る
治
療
が
、「
つ
ら
く
苦
し
い
も
の
で
は
な
い
の
か
」

と
い
う
こ
と
が
、
切
実
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
治
療
（
低
侵
襲
治
療
）
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
「
腹
腔
鏡
」
を
使
っ
た

手
術
に
つ
い
て
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

現
在
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
も

腹
腔
鏡
を
使
っ
た
低
侵
襲
な
治
療
法

湘
南
東
部
総
合
病
院

特 集

腹腔鏡下手術（泌尿器）の様子 ＝湘南東部総合病院にて
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「Zoom」によるネット講座です

インターネットを使って
自宅で視聴する講座です。

オンラインアプリ「Zoom」を
事前にインストールして
ご準備ください。ふれあい平塚ホスピタル

☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

お問合せ

　原因がわからない頭痛やめまい、だるさ
…。それは、「脳脊髄液減少症」の症状かも
しれません。まだあまり知られていない「脳脊
髄液減少症」という疾患について、治療の
第一人者である当院の篠永正道医師が、
皆さまにわかりやすく説明いたします。

脳脊髄液減少症について ～治療の最前線～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
12月25日（土）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル
　　　　　　脳神経外科    篠永 正道 医師

オンラインで視聴する講座です

「Zoom」を使ってご視聴
いただきます。

視聴前にアプリの
インストール（無料）が必要です。
詳しい方法や不明点は
当院へお問合せください。

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

　飲み込み機能が低下すると、「誤嚥性肺
炎」を起こしやすくなります。予防には、口の
中のケアを徹底して、飲み込み機能を改善
することが必要です。その正しい予防内容
について、歯科医師が詳しく説明しますの
で、是非ご視聴ください。

口腔ケアと肺炎の関係とは⁉～誤嚥性肺炎の予防と治療～

オンラインオンライン
 医学講座

自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意 視聴無料視聴無料
12月21日（火）14：00～15：00日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院
　　　　　　歯科    花田 耕治 歯科医師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／12月15日水

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

４
カ
所
以
上
へ
の
通
院
者
も

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
、通
う
病
院
数
が
多
い
！

「
か
か
り
つ
け
医
」の
検
討
を

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
か
か
り
つ
け
医
」は
健
康
管
理
の
司
令
塔

総
合
診
療
科
　
宮
田
篤
志 

医
師

上
に
、
検
査
設
備
が
そ
ろ
っ
て
お

り
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
消
化
器
内

視
鏡
検
査
、
心
臓
・
腹
部
・
血
管

系
エ
コ
ー
検
査
も
可
能
で
す
。

　

当
院
の
場
合
、
紹
介
状
が
な
く

て
も
、
特
別
料
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。『
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て

い
な
い
』
と
い
う
方
は
、
当
院
・

医
事
課
（
☎︎
０
４
６
３
・
２
２
・
４

１
０
５
）
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

同
院
／
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

ど
こ
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

る
か
』『
ど
ん
な
薬
を
飲
ん
で
い

る
か
』
な
ど
、
全
て
を
ご
相
談
さ

れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
」

紹
介
状
な
し
で
も
大
丈
夫

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
あ
る

医
師
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た

医
師
を
、
か
か
り
つ
け
医
に
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
予
約
診
療
を
行
な
っ
て

い
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
少
な
い

健
康
状
態
の
全
て
を
伝
え
て

　
「
か
か
り
つ
け
医
と
は
、『
健
康

に
関
す
る
こ
と
を
何
で
も
相
談
で

き
、
必
要
な
時
は
専
門
の
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
医
師
』
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
複
数
の
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
と
、
健

康
状
態
を
総
合
的
に
把
握
し
て
く

れ
る
医
師
が
い
な
か
っ
た
り
、
同

じ
薬
が
重
複
し
て
処
方
さ
れ
た
り

す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

な
の
で
、
是
非
、
か
か
り
つ
け

医
を
決
め
て
、『
ど
ん
な
病
気
で

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
て
い
ま
す
か
？
ふ
れ
あ

い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
複
数
の
医
師
の
中
か
ら
、

自
分
に
合
っ
た
か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
院
の
宮
田
篤
志
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

た
人
を
年
代
別
に
見
て
い
く
と
、

20
歳
〜
64
歳
で
は
19
％
で
す
が
、

65
歳
～
74
歳
で
は
37
％
、
75
歳
以

上
で
は
41
％
と
い
う
割
合
に
な
っ

て
い
ま
す
。年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
、

そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

複
数
の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
高

齢
者
の
中
に
は
、
疾
患
ご
と
に
異

な
る
医
療
機
関
に
通
院
し
、「
疾

患
ご
と
に
主
治
医
は
い
る
け
れ

ど
、
実
質
的
な
か
か
り
つ
け
医
は

い
な
い
」
と
い
う
実
態
も
あ
る
よ

う
で
す
。

か
り
つ
け
医
な
の
か
、
わ
か
ら
な

い
」
と
困
っ
て
い
る
人
は
、
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
背
景
に
は
、

複
数
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
者
が

多
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

疾
患
ご
と
に
別
病
院
の
人
も

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

で
報
告
さ
れ
た
検
証
調
査
で
は
、

通
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
数
は
、

２
カ
所
の
人
が
18
％
、
３
カ
所
が

７
％
、
４
カ
所
以
上
が
２
％
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
カ
所
以
上
と
答
え

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
か
か

り
つ
け
医
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
一
方

で
、「
ど
の
医
師
が
、
自
分
の
か10

０カ所

１カ所

2カ所

3カ所

4カ所
以上

40 503020 （％）

９％

7％
2％

18％
40％

定期的に通院している医療機関の数
中医協 2021年７月資料より

2020年度検証調査
ふれあい平塚ホスピタル

総合診療科
宮田 篤志 医師
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歩
き
に
く
さ
で
発
見
も
！

　
　
　
　
　 

神
経
の
難
病
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

治
療
は
専
門
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
連
動
性
が
重
要

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院 

神
経
内
科
　
上
野
エ
リ
子 
医
師

し
ま
う
と
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
の
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

治
療
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
」

　
︱
︱
︱
最
後
に
、
先
生
か
ら
一

言
お
願
い
し
ま
す
。　

　
「
神
経
難
病
は
、『
治
り
に
く

い
』『
治
療
が
難
し
い
』
と
い
う

印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
“
良
く

な
る
神
経
疾
患
”
と
し
て
、
日
進

月
歩
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
ま
だ

原
因
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
脳
の
基
底
核
と
、『
黒
質
』

と
い
う
部
分
の
神
経
細
胞
変
性
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
」

　
︱
︱
︱
動
き
に
関
す
る
症
状
が

多
い
の
で
す
か
？

　
「
運
動
系
の
症
状
の
ほ
か
に
、

抑
う
つ
状
態
、
盲
覚
・
妄
想
状
態
、

認
知
機
能
障
害
な
ど
の
精
神
系
症

状
、
便
秘
、
起
立
性
低
血
圧
（
め

ま
い
）、
排
尿
障
害
な
ど
の
自
律

神
経
系
の
症
状
を
合
併
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て

し
な
く
て
も
手
が
震
え
る
〉〈
筋

肉
が
こ
わ
ば
っ
た
感
じ
が
す
る
〉

〈
動
作
が
鈍
く
て
時
間
が
か
か
る
〉

〈
小
刻
み
な
歩
行
で
転
び
や
す
く

な
っ
た
〉
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
の
が
特

徴
で
、
症
状
に
よ
っ
て
５
段
階
に

分
類
さ
れ
ま
す
」

　
︱
︱
︱
進
行
す
る
と
、
歩
く
こ

と
も
大
変
な
の
で
す
ね
。

　
「
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

か
な
り
進
ん
だ
場
合
で
も
、
適
切

な
治
療
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

　
（
上
野
医
師
）「
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
身

近
な
病
気
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た

が
、
早
期
診
断
・
治
療
に
よ
っ
て
、

社
会
的
な
生
活
が
支
障
な
く
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
主

な
症
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、〈
何
も

　

茅
ヶ
崎
市
北
部
に
あ
る
「
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
」
で
は
、
難
病
指
定
さ
れ
て
い

る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
神
経
内
科
の
上
野
エ
リ
子
医

師
に
、
こ
の
病
気
の
特
徴
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

に
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
は
そ
の
重
症
度
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
ま
す
。
片
側
の

手
足
の
み
の
症
状
か
ら
、
車
椅
子

が
必
要
に
な
る
状
態
ま
で
、
５
段

階
あ
り
、
生
活
機
能
の
障
害
も
比

例
し
て
大
き
く
な
り
ま
す
。

脳
の
神
経
細
胞
の
減
少
が
影
響

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
よ
る
症
状

は
、
大
脳
基
底
核
の
障
害
に
よ
る

も
の
で
す
。
中
脳
の
黒
質
の
神
経

細
胞
が
減
少
し
、
そ
こ
で
産
生
さ

れ
る
神
経
伝
達
物
質
で
あ
る「
Ｌ-

ｄ
ｏ
ｐ
ａ
」
が
減
少
し
て
、
基
底

核
の
機
能
障
害
が
生
じ
ま
す
。

　

疾
患
の
研
究
や
、
治
療
薬
の
開

発
は
、
近
年
、
進
化
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

主
な
治
療
薬
に
は
、「
レ
ボ
ド

パ
」（
ド
ー
パ
脱
炭
酸
酵
素
阻
害

薬
と
の
合
剤
）、「
抗
コ
リ
ン
薬
」、

「
塩
酸
ア
マ
ン
タ
ジ
ン
」、「
ド
パ

ミ
ン
受
容
体
ア
ゴ
ニ
ス
ト
」（
刺

激
薬
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
を
も
ち
、
発
病
か
ら
お
よ
そ

10
～
15
年
を
経
過
す
る
と
、
肺
炎

な
ど
を
合
併
し
、
死
に
至
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
え
や
体
の
こ
わ
ば
り
も

　

主
な
症
状
に
は
、
①
安
静
時
の

振
戦
（
ふ
る
え
）、②
筋
固
縮
（
筋

肉
の
硬
さ
）、
③
寡
動
（
動
き
に

く
さ
）、
④
姿
勢
障
害
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

初
期
に
は
、振
戦
や
歩
行
障
害
、

体
の
硬
さ
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

振
戦
は
安
静
時
に
み
ら
れ
、
生
理

的
に
み
ら
れ
る
も
の
と
は
明
ら
か

　

有
病
率
は
、
神
経
変
性
疾
患
の

中
で
は
最
も
高
く
、
60
歳
以
上
で

は
、

100
人
に
約
１
人
の
割
合
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
公
財
「
難
病
情
報

セ
ン
タ
ー
」
資
料
ほ
か
）。

　

ゆ
っ
く
り
と
病
気
が
進
行
す
る

60
歳
以
上
で
100
人
に
１
人

　

神
経
変
性
疾
患
で
あ
る
「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
」
は
、
中
年
期
に
発

症
す
る
原
因
不
明
の
病
気
で
す
。

「
難
病
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
年
以
上
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
で
は
、
脳
の
神
経

細
胞
が
変
性
し
、
体
が
震
え
た
り
、
筋
肉
が
硬
く
な
っ
て
、
日
常
動
作
に
支
障
が

出
ま
す
。
近
年
は
、
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

パーキンソン病の重症度と生活障害

重症度＊ 生活機能障害

＊ホーン・ヤールの分類から

生活や通院に
ほとんど介助
を要さない

1度

日常生活や
通院で
介助が必要

2度

歩行・起立が
不能で全面的な
介助が必要

3度

片側の手足に
症状がある

両手足に
症状がある

部分的な
介助が必要

姿勢反射障害
が起きる

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

Ⅳ度

車椅子生活、
寝たきり状態

Ⅴ度

茅ケ崎新北陵病院
神経内科

上野 エリ子 医師

茅ケ崎新北陵病院
☎0467（53）4111
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